社会福祉法人あゆみの会
2018年度　事業報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　統括施設長　胎中晴美
　法人の組織の改編を図るために、各事業における責任者として施設長を３名配置し、職員の組織化を行ってきた。その中で職員の増員や入れ替わり等々もあり、より一層細やかな支援体制と職員のスキルアップ体制のために各事業において主任制度をとることとなった。
これにより、利用者にとっても、職員にとってもわかりやすい組織体系となった。職員への法人理念に基づいた支援体系の提示、相談、研修等が計画的に実施され、職員一人ひとりの働き甲斐に今後つながっていくと思われる。
　また、法人として今まで統括施設長が兼務していた事務長職を今年度は新たに現任職員の中から1名任命し、法人事務業務における管理体制と組織の明確化を図った。これにより、法人の運営事務系統と施設の業務系統が明確になり、運営会議（チーフ会議）において相互に責任者として意見を出し合い、より深めていく事ができるようになった。また、今年度より施設長2名が新たに法人の理事として、法人の運営理事会へ出席している。
　　（計画事業に基づいた報告）
1、 職員処遇に関して
職員配置の構造化を実施し、キャリアパスにおける各種研修、就労関連及び自閉症eサービスへの研修等を奨励し、職員のスキルアップに努めた。また、介護福祉士等の資格取得による手当金等も含め、残業手当の支給や有給休暇が取得しやすい環境整備等、職員に分かりやすい形での労働環境改善の整備に取り組んだ。
2、車両整備
法人開設以来使用していた車両を、公益財団法人中央競馬馬主補助事業よりの補助金を得て、新車の入れ替えを行った。また、親の会より乗用車1台を贈呈していただき、一応今年度で車両整備事業がひと段落した。
３、地域連携
例年通り地域の平城中学校1年生の交流受け入れをはじめ、奈良大学学生、付属高等学校生徒との連携実習、職場体験、介護実習等の受け入れを実施した。また、地域の食と農のフェスタへの参加や地域婦人会の方々にボランティアをお願いしたり、ポスティング、各種バザーへの参加などを実施した。いろいろな方々と触れ合うことで
楽しい経験を積むことができている。
4、 備品の改修及び整備
輪転機の入れ替え、経年劣化によるエレベーターの改修作業及び作業場の空調設備の取り換えを実施した。
5、 GH買取スプリンクラー整備
秋篠ハウスを買い取り、法律に則り、スプリンクラーの設置及び床の改修を行った。
6、 サポートシステムあゆみの門扉の設置、物置の設置、職員駐輪場屋根の設置を行った。オープンスペース‘AYUMI’の物置の屋根の修理改修を行った。
（法人全般として）
◎生活介護事業の利用者３名が、家庭及び自己の都合等により退所して他施設等へ移動された。また、就労継続B型の利用者2名があゆみでの訓練の成果があり、希望する一般就労及び就労Aに移行した。
また、開所以後17年経過することで、今までにない健康上の課題や、家庭介護者の高齢化の課題等々もあり、通常の支援以上に配慮を必要とすることも見えてきた。
　各事業の在り方においても、法律の順守はもとより、各利用者に寄り添った形でのインフォーマルケアも視野に入れた関りが求められるようになっている。そして、新たな職員も含め、あゆみの理念に沿った質の良い寄り添いができるよう研鑽を積んでいく必要と、3年後、5年後、10年後の将来を見据えた取り組みができるよう職員一人ひとりの意識改革も必要と考え、多方面にわたっての研修を実施していく方針である。

　　　　　　　　　　　社会福祉法人あゆみの会組織図
　　　　　　　　　　　　　社会福祉法人あゆみの会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定相談支援事業
相談支援センターふーぷ

　　　　　　　　　　　　　オープンスペース‘ＡＹＵＭＩ’　　サポートシステムあゆみ共同生活援助事業
若葉ハウス・秋篠ハウス・富雄ハ
ウス

　　　　　　　　　　　　　　　生活介護事業（小規模）
　放課後等デイサービス
地域支援事業（居宅介護・行動援護・同行援後・移動支援）
　日中一時支援
　インフォーマルサービス

法人本部
生活介護事業
就労継続支援Ｂ型
短期入所
日中一時支援
インフォーマルサービス

　　　　　　　　　　　　　　







（利用者・職員）　　　2019年3月現在
	オープンスペース‘AYUMI’
	生活介護　　41人（35人）
	常勤８人、非常勤1７人

	
	就労B型　　1３人（15人）
	常勤3人、非常勤3人

	サポートシステムあゆみ
	生活介護　　12人（10人）
	常勤４人、非常勤5人

	
	放課後デイ4３人契約数
	　　常勤6人


	
	居宅等145人契約数
	　　非常勤10人

	共同生活援助事業
	1４人
	非常勤14人

	相談事業
	83人
	非常勤2人


統括施設長1名、施設長3名、事務長1名、事務員1名
[bookmark: _GoBack]契約医師1名、契約看護師1名、契約管理栄養士1名、バス運転手1名
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